
【地域の概況】
・人口は減少を続けてきたが、東日本大震災によりさらに減
少をした。今後も年間5%程度減少を続ける見込みである。
・特に、町方や安渡の減少が大きく、7～8割減少した。
・反対に、大ヶ口や臼沢地区では人口が増え、住宅は海沿
いから山へ移動した。
・その結果、徒歩や自転車で行けなくなったことによる不便さ
を感じる人が増えた。

現 状

【公共交通の現状】
・三陸鉄道の利用者数は低迷している。釜石市内の高校に
行く場合は釜石駅で乗り換えが発生することが影響している
と考えられる。
・町内の路線バスに対する国の補助終了に伴い、まちの負
担が増大した。
・町民バスの路線・便数削減に伴い利用者が減少した。
・多くの地域で10分以内にバス停にアクセスできるが、吉里
吉里や安渡では、３～４割が１０分以上かかる。

【町民の移動実態】
• 高齢者世帯では、送迎を頼れる人がいない（4割近く）
• 通院先は町内だけでなく、釜石にもいっている（31%）。
• 家族や親戚宅に行くニーズも多い。
• 高齢者の免許保有率は高まっている。

【住民のニーズ】 ＊ 町民アンケート調査

• 町民バスの減便により、運行時刻が合わない。
• バス待合所の充実やICカード等、電子マネーの導入に対
する希望が聞かれる。

• 子どもたちが移動できなくなったという声が聞かれる
• 県交通と町民バスの乗り継ぎをよりよくしてほしいという
ニーズが高い。

課題と戦略 現行計画事業の評価

【課題と戦略１】暮らしの足となる身近な公共交通づくり

【課題と戦略４】新規利用者獲得につながる利用促進

①交通不便地域におけるデマンド型交通の導入 【新規】

【課題と戦略３】町内交通と広域交通のネットワーク性の強化
【計画の評価】
• 循環線の新設や大槌駅周辺の整備などネットワークの基
盤は進んだ。

• 一方で、利用促進等のソフト施策については取り組みが十
分ではなかった。

• おでかけ回数は男性は増えており、不便と感じない割合も
増えていることから、一定の評価は得られている。

• しかし、町民バスの収支率は悪化し、年間の利用者数も
減少している。

②町民バスの路線見直し 【見直し継続】

⑤町民バスと広域バスの乗り継ぎ改善 【継続】

【課題と戦略２】町民バスの持続性を高めるための効率性の向上

③料金体系の見直し 【継続】
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⑦運転免許非保有者に対する支援策の検討 【見直し継続】

⑥マイレール・マイバス運動の推進 【見直し継続】

④低床バス車両の導入検討 【継続】

⑧バス待ち環境の改善 【見直し継続】

②町民バスの路線見直し 【見直し継続】 ※再掲
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プロジェクト１ 循環線の新設

プロジェクト2 町民バスの再編

プロジェクト3 料金体系の見直し

プロジェクト4 臨時バスの経路見直しと町民バスの運行効率化

プロジェクト5 大槌駅舎の整備

プロジェクト6 大槌駅前広場の整備

プロジェクト7 マイレール運動の推進

プロジェクト8 交通不便地域の高齢者を対象としたタクシー運賃補助

プロジェクト9運転免許返納者に対する支援策の検討

プロジェクト10 低床バス車両の導入検討

プロジェクト11 乗継利便性の強化

プロジェクト12 バス待ち環境の改善

プロジェクト13 マイバス運動の推進による継続的な利用促進
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中心市街地を支える交通結節点・大槌駅の再生
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